
令和６年度地域医療介護総合
確保計画に係る国への要望等
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資料１



医療介護総合確保基金に係る概要について（１）

国では、団塊の世代が後期高齢者となる2025年に向けて、「効率的かつ質の高い
医療提供体制の構築」と「地域包括ケアシステムの構築」が急務の課題であるこ
とから、消費税増収分を財源として、新たな財政支援制度を平成26年度に創設し
た。
各都道府県は、この制度を活用するため基金を造成し、毎年度策定する計画に

基づき地域における医療及び介護の確保のために必要な事業を実施する。

（根拠法：地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律）

医療介護総合確保基金の趣旨

◆全国で１，５５３億円（医療分野 １，０２９億円 介護分野 ５２４億円）※令和5年度から２１０億円減

◆負担割合：国が３分の２ 都道府県が３分の１※一部全額国庫事業あり

◆配分方法：各都道府県から提出される計画案を踏まえ、都道府県計画の評価等の
政策的要因を勘案して、予算の範囲内で行う。

基金の規模
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基金の仕組み

医療介護総合確保基金に係る概要について（２）
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医療介護総合確保基金に係る概要について（３）
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１ 計画の期間
令和６年度

２ 計画の目標等
高齢者をはじめとする、全ての県民が、地域において安心で質の高い医療・介護サー

ビスが受けられ、最期まで自分らしく生きられる千葉県を目指して、施策を推進する。

○医療分野の施策の柱
①医療機関の役割分担の促進、②地域包括ケアの推進、③医療従事者の確保・定着、
④地域医療の格差解消、⑤医師の働き方改革の推進

○介護分野の施策の柱
①介護施設等の整備促進、②介護従事者の確保・定着

３ 基金の規模
◆総額 ７７．７億円を国に要望する。※項目ごとに四捨五入しているため合計と一致しない

・ 医療分：３２．２億円※検討中の２事業（医療分）を含まない

・ 介護分：４５．６億円

医療介護総合確保基金に係る概要について（４）

基金計画案の概要
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令和６年度 医療分の要望

要望額は、３２．２億円 ［令和５年度要望額３１．２億円 （１．０億円） ］

医師確保、看護師確保・養成の着実な促進（２３．３億円）

救急医療対策、産科医確保対策、小児救急対策の実施（４．４億円）

在宅医療関係事業の強化による地域包括ケアの推進（３．１億円）

医療分の規模

要望の特徴

• 国への要望にあたっては、３２．２億円を要望する。

• なお、令和６年度事業費（執行予算）は、要望する３２．２億円に加え、過年度計画で積み立てた基金の一部

１２．７億円（施設整備分等）を活用して総額４４．９億円を予算計上している。

要望の概要

増減（①－②）

１．０

▲１．２

▲０．８

１．７

２．４

▲０．７

▲０．４

Ｒ５要望額②

３１．２

１．２

１．８

１．４

２０．９

５．１

０．８

（単位：億円）

Ｒ６要望額①

３２．２総額

０施設整備(区分Ⅰ－①)

１．０病床再編(区分Ⅰ－②) 

３．１地域包括（区分Ⅱ）

２３．３人材確保（区分Ⅳ）

４．４格差解消（区分Ⅳ）

０．４環境改善（区分Ⅵ） 6



令和６年度 介護分の要望

要望額は、４５．６億円 ［令和５年度要望額６６．９億円 （▲２１．３億円） ］

介護施設等の整備や開設準備への助成による整備促進（３８．４億円）

介護分野への新規就業や職員のキャリアアップの取組等による介護従事者の確保・定着（７．１億円）

介護分の規模

要望の特徴

Ｒ６要望額①

４５．６総額

３８．４施設整備（区分Ⅲ）

７．１人材確保（区分Ⅴ）

• 国への要望にあたっては、施設整備分として３８．４億円、介護人材確保分として７．１億円の合計４５．６

億円を要望する。

• なお、令和６年度事業費（執行予算）は、要望する４５．６億円に加え、過年度計画で積み立てた基金の一

部６．２億円（介護施設等の整備）を活用して総額５１．８億円を予算計上している。

要望の概要

Ｒ５要望額②

６６．９

４６．６

２０．３

増減（①－②）

▲２１．３

▲８．２

▲１３．２

※介護サービス事業所等のサービス提供
体制確保事業等に関する減

（単位：億円）

7



令和６年度事業費（執行予算）の状況

基金による事業費は、総額９６．７億円 （医療分４４．９億円、介護分５１．８億円 ）
令和５年度事業費（執行予算）に比べ２５．９億円減 （医療分５．４億円増 介護分３１．３億円減）
医療分は、地域中核医療機関整備促進事業において医療機関の新たな施設整備の計画があることや

新規事業が増えたこと等から、事業費が令和５年度に比べ増となっている。
介護分は、介護サービス事業所等のサービス提供体制確保事業等に関する減※により、年度当初の事

業費は令和５年度に比べ減となっている。

県の当初予算（基金による事業費）

（参考）基金の活用状況（令和６年度事業費） ※項目ごとに四捨五入しているため合計と一致しない場合がある。

（単位：億円）

事業費の財源内訳Ｒ５
（執行予算額）

②
過年度
基金

Ｒ５
基金

２６．０９６．６１２２．６

９．６２９．９３９．５

１６．４６６．７８３．１

増減
（①－②）

▲２５．９

５．４

▲３１．３

事業費の財源内訳Ｒ６
（当初予算）

①
過年度
基金

Ｒ６
基金

１８．９７７．７９６．７総額

１２．７３２．２４４．９医療分

６．２４５．６５１．８介護分

※今後の状況が不透明なため、当初予算では計上していない。

8



令和６年度計画 国への基金要望について

国への要望は、今年度改訂する地域医療構想を含む千葉県保健医療計画や、 千葉県高齢

者保健福祉計画との整合を図りつつ、７７．7億円を要望する。

令和６年度当初予算における、基金を活用した事業費（執行予算）は、令和６年度に基金

造成を措置する予定の額（７７．7億円）及び過年度計画で積み立てた額（１８．９億円）の

合計９６．７億円を財源とすることを予定している。

本県の対応

（参考）国への要望と事業費の関係 （単位：億円）

基金積立額（要望額）

Ｒ６当初予算分①

７７．7総額

３２．２医療分

４５．６介護分

事業費（執行額）

Ｒ６事業費

過年度基金②Ｒ６基金積立額①
①＋②

９６．７１８．９７７．7

４４．９１２．７３２．２

５１．８６．２４５．６
9

※項目ごとに四捨五入しているため合計と一致しない場合がある。



事業提案の状況

医療・介護関係団体、病院、市町村、医療保険者等から広く事業提案を募集し、１７団体から

２９件の提案をいただいた。

そのうち基金事業に反映させることができた提案件数は５件

なお、基金事業には反映させることができなかったものの、他の補助金で支援等を行うこととし

たものが１件（介護分の提案）あったため、何らかの事業に反映された提案件数は、６件であった。

基金事業への反映内容事業区分

病院薬剤師復職支援事業（既存事業）医療従事者の確保定着医療分

介護事業所における業務改善支援事業（新規事業）

介護人材就業促進事業（既存事業）

介護人材キャリアアップ研修支援事業（既存事業）

※２件の提案を反映

介護従事者の確保定着介護分

基金事業への反映状況
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計画策定に向けた今後のスケジュール

備 考予 定時期

Ｒ５年度ヒアリング
電話・メール等でヒアリング国ヒアリングＲ６年４月

Ｒ５年度内示
医療分 ８月
介護分 １２月（区分Ⅲ）

１月（区分Ⅴ）

国より交付金額の内示Ｒ６年７月～

千葉県医療介護総合確保促進会議

Ｒ５年度交付申請 １月都道府県計画の提出・交付金の交付申請の後、交付決定Ｒ７年１月～

（注）スケジュールは現時点での見込みであり、今後、変更があり得る。

（参考）Ｒ７年度事業提案のスケジュール

備 考予 定時期

関係団体・病院等に対し事業提案の照会
Ｒ６年
５～６月

事業化に向けた検討Ｒ６年７月～
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